
 

第１３節 人と自然との触れ合いの活動の場 
１ 調査結果の概要 
１-１ 資料調査 

（１） 調査事項 
触れ合いの活動の場の概要 

 

（２） 調査方法 
「学区別生活環境調査報告書（平成 9 年度版）」（平成 10 年 名古屋市）、「名古屋市建

物用途別現況図 Nagoya Land Use Survey Map(2001)」（平成15年3月 名古屋市住宅都

市局）を収集整理した。 

 

（３） 調査結果 
「第 4 章 １自然的状況 1-5 景観、人と自然との触れ合いの活動の場」参照 

 

ア 稲永公園 

稲永公園は、事業予定地の北約 1km に位置する。 

面積は全体で約 34.3ha であり、このうち調査対象区域内に約 10ha が該当する。 

稲永公園には、芝生広場、サッカー場（港サッカー場）、野球場、河口修景広場、木製遊

具広場、野鳥観察館及び稲永ビジターセンター（平成 17 年 3 月 27 日開館）等が整備され

ている。 

主な触れ合いの活動の場の施設は野鳥観察館及び稲永ビジターセンターである。両施

設の利用状況は、表 7-13-1、表 7-13-2、図 7-13-1(1)～(2)及び図 7-13-2 に示すとおりで

ある。 

 

イ 空見緑地 

空見緑地は事業予定地の北東約 100ｍ、「あおなみ線（西名古屋港線）」の高架東側に

位置する。 

面積は全体で約 1.5ha であり、このうち植栽は約 63％である。 

空見緑地は、広場部分と植栽部分に分けられ休憩施設として整備されている。 
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表 7-13-1 野鳥観察館の利用状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 7-13-1(1) 野鳥観察館の利用状況（月別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 7-13-1(2) 野鳥観察館の利用状況（年間） 
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4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 年  間

平成12年度 1,673 2,903 1,737 1,750 1,836 2,816 2,253 2,839 2,367 2,461 2,914 2,852 28,401 

平成13年度 2,931 5,061 2,320 1,566 1,492 2,854 3,976 3,627 2,616 2,233 2,191 2,591 33,458 

平成14年度 1,927 4,267 2,665 1,982 2,583 4,292 4,244 3,466 2,045 2,233 2,348 2,943 34,995 

平成15年度 2,253 4,121 1,702 1,867 1,934 2,367 2,486 2,876 1,615 1,760 2,167 1,830 26,978 

平成16年度 1,624 2,786 1,154 1,306 1,679 1,717 3,353 4,300 1,934 1,927 1,766 2,320 25,866 

出典 ： 緑政土木局農業技術課生産振興係より聴き取り
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表 7-13-2 稲永ビジターセンターの利用状況（平成 17 年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 7-13-2 稲永ビジターセンターの利用状況（月別：平成 17 年） 

 

 

 

 

 

 

 

（人）

3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

平日 408 1,748 829 2,050 1,274 1,567 982 

休日 788 1,429 1,921 951 1,360 1,514 1,355 

合計 1,196 3,177 2,750 3,001 2,634 3,081 2,337 

累計 1,196 4,373 7,123 10,124 12,758 15,839 18,176 

注1） 平成17年3月27日開館
注2） 3月の平日はH17/3/29～3/31の３日間、休日はH17/3/27のみの入館者数

出典 ： 環境省名古屋保護官事務所からの聴き取り

- 473 -



 

 

１-２ 現地調査 

（１） 調査事項 
「事業予定地西側護岸（ラムサール条約登録湿地）」、「稲永公園」及び「空見緑地」の概

要及び利用状況 

 

（２） 調査地点 
事業予定地西側護岸（ラムサール条約登録湿地）、稲永公園及び空見緑地とした（図

7-13-3 参照）。 

 

（３） 調査期間 
平成 16 年 2 月 2 日、平成 16 年 5 月 7 日、平成 16 年 7 月 26 日、 

平成 16 年 10 月 31 日 

 

（４） 調査方法 
現地踏査により確認した。 

 

（５） 調査結果 
ア 事業予定地西側護岸（ラムサール条約登録湿地） 

事業予定地西側の庄内川河口水域は、ラムサール条約登録湿地（国設藤前干潟鳥獣保

護区特別保護地区）として指定されている。事業予定地西側護岸からは湿地へ降りることは

できない状況である。 

事業予定地西側護岸では、主に導流堤で休息等する鳥や飛来する水鳥等のバードウオ

ッチングを楽しんでいる人を確認することがあった。 

また、まばらに釣りを楽しんでいる人も確認することがあった。 

 

イ 稲永公園 

公園内には、芝生広場、サッカー場及び野球場が整備され、各施設催事時には、多くの

人で利用されている状況であった。 

年間を通じて、午前中は散歩、散策、ジョギング等の利用が多かった。また、遊具等の利

用、休憩等、集団での散歩・散策コースにも利用されている状況であった。 

散歩・散策では、北側の稲永公園を結ぶ歩道橋から河口修景広場を抜けて野鳥観察館

へ向かうルートが多かった。 

未就学児の散歩では、サッカー場側を抜けて木製遊具広場へ向かうルートが多かった。 

公園西側護岸では、春季から秋季にかけて釣りを楽しんでいるのを確認することもあった。

また、藤前干潟のバードウオッチングの利用もあり、併せて野鳥観察館や稲永ビジターセン

ターでの個人や集団での利用が盛んであった。 

施設利用以外の目的での長時間利用は、あまりみられなかった。 

 

ウ 空見緑地 

春季から秋季の間の昼食時に昼食、休憩等に利用することを確認した。 

全般には利用がほとんどない状況であった。 

 

 

- 474 -



 

 

- 475 -



 

２ 予測及び評価（存在・供用時） 
２-１ 施設の稼働に伴う触れ合いの活動の場の環境への影響 

（１） 予 測 
ア 予測事項 

施設の稼働に伴う触れ合いの活動の場（事業予定地西側護岸、稲永公園及び空見緑

地）の環境への影響の程度及び利用状況の変化の程度 

 

イ 予測条件 

定期的な補修工事、機能検査、機器の点検などを実施し、施設の性能を維持し、大気質、

騒音、振動、悪臭及び動物の環境要素ごとの予測条件による。 

 

ウ 予測方法 

大気質、騒音、振動、悪臭及び動物の予測結果から類推する。 

 

エ 予測地点 

事業予定地西側護岸、稲永公園及び空見緑地とする。 

事業予定地からそれぞれまでの距離は表 7-13-3 に示すとおりである。 

 

表 7-13-3 事業予定地からの距離 

名   称 予定地からの方向 距  離 

事業予定地西側護岸 西～北 約 30ｍ～600ｍ 

稲永公園 北 約 1km 

空見緑地 北東 約 100ｍ 

 

 

オ 予測時期 

予測時期は、本施設全体供用時及び第 1期施設供用時とした。 

 

カ 予測結果 

（ア） 事業予定地西側護岸 

大気質、騒音、振動及び悪臭の環境影響については、「第7章 第1節 2 2-1施設

からのばい煙、第 2 節 2 2-1 工場騒音、第 3 節 2 2-1 工場振動及び第 5 節 2」の

大気質の着地濃度、騒音・振動の伝搬値及び悪臭の拡散濃度の予測結果から類推す

ると、事業予定地からの距離減衰が期待できることから、西側護岸での環境影響の程度

は小さいと予測される。 

また、西側護岸からのバードウオッチングに関しては、「第 7 章 第 11 節 2 2-2」の

施設の稼働に伴う鳥類への影響の程度は小さいことから類推すると、利用状況の変化

はほとんどないと予測される。 

 

（イ） 稲永公園 

大気質、騒音、振動及び悪臭の環境影響については、「第7章 第1節 2 2-1施設

からのばい煙、第 2 節 2 2-1 工場騒音、第 3 節 2 2-1 工場振動及び第 5 節 2」の

大気質の着地濃度、騒音・振動の伝搬値及び悪臭の拡散濃度の予測結果から類推す

ると、事業予定地から十分に距離が離れていることから、環境への影響はほとんどない
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と予測される。よって、公園散策、散歩、休憩等の利用状況の変化はほとんどないと予

測される。 

また、野鳥観察館、稲永ビジターセンター、護岸からのバードウオッチングに関しては、

「第 7 章 第 11 節 2 2-2」の施設の稼働に伴う鳥類への影響の程度は小さいことから

類推すると、利用状況の変化はほとんどないと予測される。 

 

（ウ） 空見緑地 

大気質、騒音、振動及び悪臭の環境影響については、「第7章 第1節 2 2-1施設

からのばい煙、第 2 節 2 2-1 工場騒音、第 3 節 2 2-1 工場振動及び第 5 節 2」の

大気質の着地濃度、騒音・振動の伝搬値及び悪臭の拡散濃度の予測結果から類推す

ると、事業予定地からの距離減衰が期待できることから、空見緑地での環境影響の程度

は小さいと予測される。よって、公園散策、散歩、休憩等の利用状況の変化はほとんど

ないと予測される。 

 

（２） 環境の保全のための措置 
・各環境要素で示した環境の保全のための措置を講じる。 

 

（３） 評 価 
事業予定地西側護岸、稲永公園及び空見緑地での大気質、騒音、振動、悪臭及び動物

の環境影響の程度は小さく、公園散策、散歩、休憩、バードウオッチング等の利用状況の

変化はほとんどないと予測されることから、施設の稼働に伴う触れ合いの活動の場の環境

への影響及び利用状況に与える影響は軽微であると考える。 

また、各環境要素で示した環境の保全のための措置を講じることにより、施設の稼働に伴

う触れ合いの活動の場への影響は低減できるものと判断する。 
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３ 予測及び評価（工事中） 
３-１ 工事中の触れ合いの活動の場の環境への影響 

（１） 予 測 
ア 予測事項 

工事中（建設工事及び工事関連車両の走行）の触れ合いの活動の場の環境への影響の

程度及び利用状況の変化の程度 

 

イ 予測条件 

工事関連車両を分散させる走行ルートの選定及び工程管理を徹底し、大気質、騒音、振

動及び動物の環境要素ごとの予測条件による。 

 

ウ 予測方法 

大気質、騒音、振動及び動物の予測結果から類推する。 

 

エ 予測地点 

事業予定地西側護岸、稲永公園及び空見緑地とする。 

事業予定地からそれぞれまでの距離は表 7-13-3 に示すとおりである。 

 

オ 予測時期 

予測時期は工事中とする。 

 

カ 予測結果 

（ア） 事業予定地西側護岸 

大気質、騒音及び振動の環境影響については、「第7章 第1節 3、第2節 3及び

第 3 節 3」の大気質の着地濃度及び騒音・振動の伝搬値の予測結果から類推すると、

事業予定地からの距離減衰が期待でき、工事関連車両を分散させる走行ルートの選

定及び工程管理を徹底することから、西側護岸での環境影響の程度は小さいと予測さ

れる。 

また、西側護岸からのバードウオッチングに関しては、「第 7 章 第 11 節 3 3-1」の

工事中の鳥類への影響の程度は小さいことから類推すると、利用状況の変化はほとん

どないと予測される。 

 

（イ） 稲永公園 

大気質、騒音及び振動の環境影響については、「第7章 第1節 3、第2節 3及び

第 3 節 3」の大気質の着地濃度及び騒音・振動の伝搬値の予測結果から類推すると、

事業予定地から十分に距離が離れており、工事関連車両を分散させる走行ルートの選

定及び工程管理を徹底することから、環境影響の程度は小さいと予測される。よって、

公園散策、散歩、休憩等の利用状況の変化はほとんどないと予測される。 

また、野鳥観察館、稲永ビジターセンター、護岸からのバードウオッチングに関しては、

「第 7 章 第 11 節 3 3-1」の工事中の鳥類への影響の程度は小さいことから類推する

と、利用状況の変化はほとんどないと予測される。  

 

（ウ） 空見緑地 

大気質、騒音及び振動の環境影響については、「第7章 第1節 3、第2節 3及び

第 3 節 3」の大気質の着地濃度及び騒音・振動の伝搬値の予測結果から類推すると、
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事業予定地からの距離減衰が期待でき、工事関連車両を分散させる走行ルートの選

定及び工程管理を徹底することから、空見緑地での環境影響の程度は小さいと予測さ

れる。よって、公園散策、散歩、休憩等の利用状況の変化はほとんどないと予測され

る。 

 

（２） 環境の保全のための措置 
・各環境要素で示した環境の保全のための措置を講じる。 

 

（３） 評 価 
事業予定地西側護岸、稲永公園及び空見緑地での大気質、騒音、振動及び動物の環

境影響の程度は小さく、公園散策、散歩、休憩、バードウオッチング等の利用状況の変化

はほとんどないと予測されることから、工事中の触れ合いの活動の場の環境への影響及び

利用状況に与える影響は軽微であると考える。 

また、各環境要素で示した環境の保全のための措置を講じることにより、工事中の触れ合

いの活動の場への影響は低減できるものと判断する。 
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